
　

運搬・殺処分を町と県が

連携して行います。

個人による防除※

申請者が箱罠を設置

（併せて個人による防除※）

町農業振興課へ連絡

町へ捕獲許可申請

駆除業者へ依頼
町へ捕獲許可

申請・箱罠設置

鳥獣被害について

農地や住宅地における鳥獣被害の対応フローは、次の通りです

町農業振興課へ連絡 個人による防除

（テグスや防鳥ネットによる防除。）

申請者自身

で対応

町が猟友会と連携し対応

します。

アライグマ・タヌキ・ハクビシン・アナグマ

アライグマ

「特定外来生物」に指定さ

れており、町と県で連携し

て駆除にあたります。

タヌキ・ハクビシン・アナグマ

鳥獣保護法により保護されて

おり、町が積極的に捕獲を行

うことができません。

イノシシ

防除計画が策定されて

おり、町が捕獲等の対

策を実施します。

カラス・ハト等

鳥獣保護法により保護され

ており、町が積極的に捕獲

を行うことができません。

特定外来生物に指定されていない野生鳥獣は原則として鳥獣保

護法によって保護されており、みだりに捕獲・殺傷することを

禁じられております。対応に迷った場合は、ご相談ください。

※個人による防除

農作物被害・・・柵やネットの設置

家屋侵入 ・・・・・忌避剤の使用、隙間を塞ぐ

※詳しくは農林水産省のホームページ等を参照

捕獲

捕獲

被害が収まらない場合



アライグマについて
外来生物法に基づき、生態系、人の生命・身体、農林水産業へ

被害を及ぼすものとして指定された特定外来生物です。特定外来

生物は飼育・栽培、運搬、保管、輸入、譲渡等が規制されています。

注意！目に見えない寄生虫が寄生していることや病気に感染

している可能性があるため、素手で触ることや餌付けなどは絶

対にしないでください。

タヌキとの違い

原産地
北米及び中南米原産で、日本では１９７０年代に飼育個体の逃亡や遺棄などにより自然繁殖しま
した。全国で生息が確認されています。

形態

タヌキによく似ていますが、眉間の黒い筋や尾の縞模様、手足の形状が異なります。成獣
では頭胴長40～60センチ、尾長20～40センチ、体重2～12キロ。リング状の縞模様がある
長い尾が特徴です。

食性 雑食性。環境の状況に柔軟に対応して様々な餌を食べます。

繁殖
発情・交尾期は2～3月で、約2ケ月の妊娠期間後に平均3～5頭の子を出産します。なお、茨城県
での出産数の平均は 4.52頭です。

行動 一般的に夜行性で、冬眠しません。幅広い生息環境に適応します。

その他
足指が長く前足を器用に使うことができ、木登りや泳ぎが得意です。成獣になると気性が荒くな
り、力も強くなります。

アライグマ タヌキ


